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〈Summary〉
  Book lovers fall into two types. The former collect books for study and writing, the letter 
collect books for book collecting. Xie Qizhang comes under the letter, but he is different from 
other people in writing.
  Xie Qizhang is a well-known Chinese book lover in Beijing, China. He keeps a diary about 
hunting for rare books and magazines at secondhand bookstores or a vegetable market from 
1986. He has written a lot of books on hunting for rare books and magazines. Xie Qizhang’s 
books show his affection for books.























































































































1）  “中国藏书家”简介 :谢其章　http://zixun.kongfz.com/article_60.html
   　机については，謝其章は《书桌 , 希望我不负你》という一文を執筆している。（謝其章《蠹
鱼集》広西師範大学出版社 2008.所収）以下は第一段落の訳。
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　「二十年余り前，家の中には執筆専用の机はなく，食卓が一台だけあった。執筆すると
きは自分で作った酒を入れる棚を引っ張って来て，一番上の引き出しに合板を置いた，そ
れが僕の最初の机だ。それから木材加工を学んで，自分で“两头沉”と俗に言う書斎机を
一つ作った。三つの引き出しの中間にある平たい引き出しが，とても実用的で，自分でデ
ザインし，自分で作り，自分専用にした。この自家製の書斎机で四年間一日の公休日もと
らず，夜間大学を卒業した。それから僕の娘もこの机で有名大学に合格した。去年大掃除
をして，それを売ってしまった。買い取り業者は五元くれたが，別れるのが忍びがたく，
こっそりその平たい引き出しを残して記念にした。この平たい引き出しは僕のオリジナル
な発想で，よく見ないと引き出しが無いように見える。これも外国のライティングディス
クの‘隠れ引き出し’から学んだものだ。新居に引っ越してから，千元余りを払って，大
きな書斎机を買った。本物の木で，どっしりしている。」
2）  北京の骨董市で圧倒的な規模を誇る潘家園旧貨市場は土日だけ開かれる。この市場は素人だけ
でなく，一流ホテルのアーケードに店舗を構える骨董店の店主たちも買い付けに訪れる。彼ら
がやってくるのは日の出前から。売り手はもちろん，こうしたプロの買いつけ人たちも繰り出
すのは朝早く。いいものは早いもの勝ちだから，人出のピークは 8時前くらいまで。（原口純
子著『北京上海〔小さな街物語〕』JTB　2003.）
3） “中国藏书家”简介 :谢其章　http://zixun.kongfz.com/article_60_2.html
4）  鴛鴦胡蝶派は清末民国初期に隆盛であった小説流派。この流派の小説は上海を大本営とし，五
四運動以降，全国ではやり，その作品も新聞雑誌紙上で一時期にぎやかになった。主なメン
バーに包天笑，周痩鵑，天虚我生，王鈍根，李定夷，徐枕亜などがいる。その作品の多くは文
言文でもって，恋愛，男女の愛情，武侠，神仙と鬼神，探偵，宮廷，家庭，内幕などを題材と
する物語を描く。よく鴛鴦と胡蝶で描かれる才子佳人を例えるので，鴛鴦胡蝶派と言われる。
（『中国現当代文学辞典』遼寧教育出版社　1989.）
5） 謝其章著『封面秀』作家出版社　2005．
6） http://book.sina.com.cn/news/a/2013-05-10/1445465996.shtml
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